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麻績小学校

№７

4年生 穂高クリーンセンター見学
６月５日（金 、４年生が社会科「住みよいく）

」 、らしをつくる―ごみのしょりと利用― の学習で

穂高クリーンセンターを見学しました。

穂高クリーンセンターは、６市町村（安曇野市

・池田町・松川村・生坂村・筑北村・麻績村）で

構成する穂高広域施設組合が運営する、し尿処理

施設・ごみ処理施設・余熱利用施設（あづみ野ラ

ンド）の総称です。し尿処理施設・ごみ処理施設

を総称といいます。

集めてきたゴミをパッカー車からゴミピットに

落とす様子や制御室から大型クレーンでゴミをつ

り上げる様子、焼却炉内部の炎の様子をなどを見

学し、大きな施設でのゴミ処理の様子に驚きを持ちながら、興味深く学習でき

ました。

また、事前の学習では、

毎日学校から出るゴミを処

理してくださっている藤原

先生に教室に来ていただ

き、実際の作業の様子をお

話しいただきました。わた

したちの身近な生活にかか

わることについて、さらに

きます。学習してい

ようこそ麻績小学校へ

湯本 早紀 （ゆもと さき）先生

６月１５日（月）より新しい先生をお迎えしました。湯本先生は大学で小学校教員

免許を取得し、現在も別の免許取得を目指しています。好きなアニメーションなど小

学生の皆さんと話が合うことが多いと思います。各学級の授業に入っていただき、担

任と共に支援をしていただきます。
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各種相談窓口のお知らせ
毎日の登校が始まって間もなく一ヶ月になります。子どもたちの元気な声が響く学

校で働くことができることのありがたさを感じる日々です。さて、お子様の１か月の

様子はいかがでしょうか。学校では、お子様・保護者の皆様の様々な心配事・悩み事

をいつでも相談していただけるように相談窓口を設置しています。担任を通さず直接

担当までご連絡いただいて構いません。お気軽にご相談ください。

担当：養護教諭（山﨑みはる）■校内相談窓口（セクハラ・パワハラ相談窓口）

からだや健康のこと、友だちとのこと、学校生活のこと、家庭生活のこと、心配な

事や悩み事をお話ください。保護者の方だけではなく、お子様が直接保健室に来室し

ても大丈夫です。

担当：教頭（髙野恵理）■スクールカウンセラー相談窓口

県より月に１回程度スクールカウンセラーが派遣されます。本校の担当は、昨年に

です。引き続き 小田切 なをみ（おだぎり なをみ）先生
、 、 、 、 、 、 、カウンセリングは７／７ ７／２１ ９／８ １０／１３ １１／１０ １２／１ １２／２２

１／１９、２／９を予定しています。お子様のカウンセリング、保護者の方のカウンセリングどち

らでもできます。カウンセリングご希望の方は、担当までお問い合わせください。

その２子どもたちの目（芽）
Ａくんに教えてもらった卵は２７日までに全てが孵化した。卵が破れて幼虫が生まれ出る瞬

間は目にすることができなかったが、オレンジ色で内側に二つの黒い斑点が見えるちっちゃい

ドラゴンボールみたいな卵が、黒っぽく変色し、しばらくすると小さな黒っぽい幼虫が生まれ

る数時間の一連の流れを観察することができた。

５月２８日、ミカンの木にカラスアゲハがや

ってきた。木の回りを飛び、時折葉や枝にとま

っては、また飛び回っていた。恐らく卵を産み

付けに来たのだろう。時間をかけていなくなっ

たと思えばまたやってきてミカンの木のまわり

をくまなく飛び回る姿は、５月１３日に卵を産

み付けたであろうア

ゲハのお母さんが、

２週間たって無事に

子どもたちが生まれ

たかどうかを心配

し、一つ一つの産み付けた場所を回りながら、無事生まれてきた

子どもたちを確かめに来ているようにも思えた。

その後、そのアゲハは空いていた窓から校長室に入ってきたの

。 、「 。」である まさに わたしの子どもたちをよろしくお願いします

と頼みに来たのではないかと思えた。そして、しばらく校長室を

ふわふわと飛んでアゲハは窓の外に消えていった。

Ａくんと一緒に大事に見守っていこうと改めて思ったところで

ある。



子どもたちの目（芽） その３

６月１日、アゲハの幼虫は週末を経て一回り大きくなり、体長は既に１㎝を超えた。順調に大

きくなっていると同時に、ミカンの若葉に穴が空いて食べられた跡が目立つようになった。

そして、直径が１㎜ほどの薄黄緑色の卵が数個目にとまった。私にも、アゲハの卵が見える目

が育ってきたようでうれしい。

コンコン こっちこっち

６月１日、３時間目、教頭先生と職員室で話していると、外からガラス窓を「コンコン」と

ノックする音がしました。見ると１年生のＢくんです 「どうした？」と外に出てみると 「こ。 、

っちこっち 」と手招きするＢくん 「この紙の下に、この葉っぱを置いて、鉛筆で写したい。 。

んだけど、これもらってもいいですか 」と私に尋ねたのです 「いいよ 」と答えると、その。 。 。

ボタンの葉を一枚取っていきました。誰もが子どものころやった経験がある「こすり出し（フ

ロッタージュ 」です。どんな模様が浮かび上がったかな。）

このＢくんの姿にはちょっと驚きました。ちゃんと先生に許可を得てから葉を取るという行

為は、なかなか１年生ではできないことではないかと思うのです。よその物を黙って取るのは

どろぼうと一緒だから、ちゃんと許可を得なきゃいけないと、教えてもらって、それをきちん

とできるのだと思います。もしかすると植物の命を思い、取ってしまうことに申し訳なさを感

じていたのかもしれません。立派です。



職員室に戻ってそのことを話すと、新海先生が「Ｂくんは、このあいだ給食の先生に、お手

紙を書いて渡していましたよ 」と話してくれました。やさしい心がＢくんの姿に表れていま。

す。


